
 第１学年 社会 [地理・歴史的分野]  
 学習の目標 
 
  ・社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追及したり解決したりする活動を通して、広い 
視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形 
成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を育成する。 

 
    
教科の目標と学校教育目標を達成するために目指す授業 
 
 ☆資料を活用する力、社会的な見方や考え方を伸ばす授業 
 ☆学び方や調べ方を身につけ、多面的・多角的な見方ができる授業 
 ☆いま社会で起きていることに対する関心を高め、事実を正確にとらえて公正に判断する力を伸ばす授業 
 
   
学習の仕方                                      観点別評価と評価の観点、評価方法 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
◇様々な資料を活用しながら、考え方や資料活 
用の技能を身につける。 

◇１つの課題に対して、様々な角度から仲間と
共に考える。 

◇「説明を聞く」「資料を見る」「自分で考え
る」「班で話し合う」「発表を聞く」 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
【主体的に学習に取り組む態度】 
 
○発言、話し合い、傾聴、意欲的に参加しようとして
いる。 

 
○提出物が学習内容を理解したものである。 
 
 【思考・判断・表現】 
 
○適切な課題を設定することができる。 
 
○設定した課題を様々な視点から考察している。 
 
○いくつかの資料から課題を考察している。 
 
○課題に対して自分の考えを自分の言葉で論理的にま 
とめている。 

 
【知識・技能】 
 
○必要な資料を収集し、選択することができる。 
 
○他社の側からも見やすくわかりやすい内容にまとめ
ている。 

 
○表やグラフを読みとることができる。 
 
○調べたことを写すだけにとどまらず、自分の言葉を
使って わかりやすいノートづくりをしている。 

 
○社会的事象の意義について知識をもっている。 
 
 
 

 
 
学習を効果的に進めるため、家庭にお願いしたいこと 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
○教科書・ノートを開き、その日に学習したと
ころを復習する。 

○その時間の授業のまとめを自分の言葉でま
とめる。 

○授業に積極的に参加し、ノートをしっかりと
る。 

○ワークを解き、理解の確認をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

年間の指導計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
学期 

 
指 導 項 目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
１ 
学 
期 

 
 
 

 
○地球の姿 
 
○日本の姿 
 
○世界各地の人々の生活と環境 
●歴史へのとびら 
 
 
●古代までの日本 
 
○世界の諸地域 
 
 
○世界の様々な地域の調査 
 
●中世・近世の日本 
 

 
２ 
学 
期 

 
 
３ 
学 
期 

 
     授業時数 105時間（テスト含む） 

（○地理55時間 ●歴史50時間） 

 


